
「防災SDGsすごろく」を活用した
持続可能な開発のための防災教育取組事例
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〇取り組んだきっかけ

ASUの防災プロジェクトは、防災教育を専門とする大学
教員集団と企業との産学連携事業です。これまでに複数
の防災学習教材を開発してきました。「防災SDGsすごろく」
は、ゲーミフィケーションの要素に防災とSDGsを学ぶ教材
として開発したものです。

〇活動の目的

防災SDGすごろくの体験は、防災とＳDGsを効果的に学
ぶための有効な教材であり、防災と関連づけてSDGsの各
目標を学ぶことにより、防災意識の向上をねらいとしてい
ます。

防災SDGsすごろくの教材開発と実践
防災SDGsすごろくは、ASUの防災プロジェクトで作成した
各発達段階に合わせた防災学習ワークブックからクイズを
作成しています。クイズはレベル５～１を設定してあり(表1)、
3択ではありますが難しい問題にも挑戦してもらいます。
静岡市内では、大学生や社会人を対象に「防災ＳＤＧｓす
ごろくワークショップ」（実行委員会主催）が行われ、約60名
が参加しました。５人1組のグループで実践し、駒が進んだ
先に書かれたクイズに挑戦。ゴール順位とクイズ正答数を
競いました。クイズはＳＤＧｓで掲げる目標と同じ１７問。終
了後は、答え合わせを通じて「災害時に備え、備蓄を考えよ
う」「住む地域のハザードマップを作ろう」などと具体的な行
動計画を確認しました。また、参加者は新たな気づきをもと
に、自分たちができることについて話し合いました。
このように、５～６人のグループですごろくをすすめるため、
グループワークの
実践に適した
教材となっています。
テーマによっては、クイズの答え合わせとともに、防災

SDGsハンドブックを
使って実践につな
げるSDGsアクション
についてのヒントを
提示し、児童生徒
に考えてもらうワー
クを行います。

〇具体的な内容
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〇期待される効果
第3次学校安全の推進に関する計画では、「学校におけ
る安全に関する教育の充実」が推進方策の１つとして示さ
れました。この取組は児童生徒がが防災というツールに
SDGsというアクションを示すことでより有効な教育効果が
期待されます。
SDGs と防災教育の共通点はいかに自分事にするかです。
学校現場において防災教育を高めていくためには、有効な
教材が必須だと考えます
防災ＳDGsすごろくは、既に市販化されていますので、教
材を購入してもらい学校単位、地域単位で取り組んでいた
だくことも可能です。

ある中学校では、防災SDGsすごろくを実施前と実施後に
防災や SDGs に関する知識、認識を調査しました。
結果からは、防災学習後、「自分の地域のために役立ち
たい」、「自分自身の住む地域のお年寄りや障がいを持つ
人のために役立ちたい」、「自分が住む地域を良く知るため
には、さらに地域学習が大事だと思う」という 3 つの設問で
特に多くの生徒が「そう思う」と回答していました
浜松市内では、中学校や高校の教育機関だけでなく、市
民を対象にしたワークショップも開催しており、子どもから大
人まで楽しんで学べる防災教育教材となっています。
また、学生たちがファシリテーターとしてグループに入るこ
とで、グループワークの活性化もねらいとしています。
現在は、学校や地域に出掛けて教材の普及活動に取り組
んいます。


